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（１）

おもいきって、中立や連合を訪問。要求語りあう

【【秋秋年年末末闘闘争争・・行行動動日日程程表表】】
１１１１月月
１１日日 住住民民がが主主人人公公のの地地方方自自治治ををすすすすめめるる交交流流会会
上上旬旬～～中中旬旬 年年末末一一時時金金回回答答指指定定日日
１１４４日日 医医療療・・労労働働法法制制中中央央行行動動（（東東海海・・北北陸陸担担当当日日））
１１１１日日～～第第２２次次闘闘争争強強化化ゾゾーーンン
中中旬旬 秋秋年年闘闘争争「「第第２２次次宣宣伝伝行行動動」」（（愛愛知知はは４４００万万））
�１１１１月月１１５５日日をを中中心心にに１１１１月月末末ままででととすするる

１１６６日日 １１１１・・１１６６国国民民大大集集会会（（東東京京））
２２２２日日～～２２３３日日 機機関関紙紙・・宣宣伝伝学学校校
２２２２日日 ははたたららくく女女性性ののホホッットトラライインン
２２３３日日 「「ガガイイドドラライインン反反対対」」小小牧牧基基地地撤撤去去をを求求めめるる

平平和和集集会会
２２４４日日 ああいいちちパパーートトのの元元気気がが出出るる集集会会
２２９９日日～～３３００日日 ああいいちち労労働働安安全全衛衛生生学学校校
２２９９日日 単単産産・・地地域域代代表表者者会会議議
３３００日日 第第２２９９回回ははたたららくく女女性性のの愛愛知知県県集集会会

関関西西国国際際空空港港現現地地調調査査ババスス行行動動
１１２２月月
６６日日～～７７日日 ９９８８国国民民春春闘闘討討論論集集会会（（定定光光寺寺研研修修セセンンタターー））
１１月月
１１００日日 ９９８８国国民民春春闘闘「「新新春春学学習習会会」」
１１８８日日 ああいいちち社社保保学学校校
２２４４日日 ９９８８国国民民春春闘闘・・臨臨時時大大会会

加
盟
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
東

海
法
労
岩
田
幸
雄
委
員
長

１９９７年１１月５日

愛
労
連
は
十
月
二
十
四
日
、

名
古
屋
市
市
民
会
館
で
秋
年
末

闘
争
方
針
の
補
強
と
、
闘
争
財

政
確
立
の
為
の
「
組
合
員
二
百

円
カ
ン
パ
」
等
を
議
案
と
す
る

第
一
回
評
議
員
会
を
開
き
ま
し

た
。秋

年
末
闘
争
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
「
総
対
話
・
共
同
、
十

万
人
オ
ル
グ
」
大
運
動
を
組
合

員
み
ん
な
が
参
加
し
、
対
話
と

共
同
で
労
働
者
・
国
民
い
じ

め
、
春
闘
つ
ぶ
し
を
許
さ
な
い

大
き
な
運
動
に
し
て
い
く
こ
と

や
、
全
労
連
一
千
五
百
万
チ
ラ

シ
宣
伝
（
愛
知
は
四
十
万
）
を

や
り
抜
き
、
悪
政
の
限
り
を
つ

く
す
橋
本
内
閣
を
包
囲
す
る
広

範
な
世
論
と
運
動
を
つ
く
り
あ

げ
る
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

ま
た
、
東
海
地
域
法
律
関
連

労
働
組
合
愛
知
支
部
の
加
盟
を

承
認
し
ま
し
た
。

愛
労
連
第
一
回
評
議
員
会

総
対
話
・
共
同
を

秋
の
運
動
の
柱
に

愛 労 連

うんゆ一般はトラッ

クの日（１０月９日）

に５カ所で健康チェ

ックや要求アンケー

トなどで対話した。

愛知県労働組合総連合
名古屋市熱田区沢下町８－１８

労働会館第２ビル
ＴＥＬ ０５２－８７１－５４３３
発行人 阿 部 精 六

第５７号 １９９７年１１月５日

日
本
を
自
動
的
に
戦
争
に

ま
き
こ
む
新
『
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
』
を
許
す
な
�
と
一
〇
・

二
一
愛
知
県
民
集
会
が
、
中

区
栄
の
久
屋
市
民
広
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
「
名
古
屋
港

の
軍
事
利
用
反
対
�
」
「
強

制
動
員
の
対
象
者
は
自
治
体

労
働
者
�
」
な
ど
の
横
断
幕

を
持
っ
た
労
働
者
な
ど
二
千

人
が
参
加
し
、
新
『
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
』
反
対
の
世
論
を
高

め
な
け
れ
ば
と
決
意
を
固
め

あ
い
ま
し
た
。

訴
え
に
た
っ
た
代
表
は
、

「
自
衛
隊
小
牧
基
地
で
は
、

一
三
〇
Ｃ
輸
送
機
が
す
で
に

軍
事
演
習
に
向
か
う
米
海
兵

隊
の
輸
送
に
使
わ
れ
て
お

り
、
い
っ
そ
う
後
方
支
援
の

重
要
な
役
割
を
担
う
危
険
性

が
あ
る
」
と
指
摘
し
ま
し

た
。県

下
で
は
、
九
地
域
で
学

習
会
、
宣
伝
、
集
会
、
デ
モ

な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。

許許
すす
なな
�

新新『『
ガガ
イイ
ドド
ララ
イイ
ンン
』』

すべての労働者・労働組合に対話と共同
を広げ、橋本内閣の悪政を国民的世論で包
囲しようと総対話運動が地域労連や単産で
始まっています。
思いきって「連合」労組を訪ねてみた
ら、「思いや悩みに共感できた」と元気に
なった組合も出てきています。

単産・地域からたくさんの参加を

と き １２月６日�～１２月７日�
ところ 労働者研修センター（定光寺）

愛労連春闘討論集会

第５７号

共
通
す
る
思
い
や
悩
み
感
じ
た

消
費
税
や
医
療
改
悪
で
怒
り
�

中
地
域
セ
ン
タ
ー
で
は

毎
年
「
中
区
春
闘
共
同
の

会
」
と
共
通
の
「
く
ら
し
と
要

求
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
も
っ
て
、

組
織
の
加
入
や
各
種
の
企
画
行

事
な
ど
、
参
加
の
申
し
入
れ
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
秋
の
情
勢
を
受
け
、
今

ま
で
の
ワ
ク
を
越
え
て
取
り
組

む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

十
月
八
日
の
訪
問
で
は
、
早

く
も
新
し
い
反
応
を
感
じ
て
い

ま
す
。

新
書
記
長
に
選
出
さ
れ
た
と

い
う
Ｈ
ホ
テ
ル
労
組
で
は
、

「
ホ
テ
ル
情
報
以
外
の
地
域
の

情
報
が
欲
し
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト

は
役
員
会
で
相
談
す
る
」
と
。

ま
た
、
全
国
に
組
織
を
持
つ

大
手
民
間
「
連
合
」
労
組
で

は
、
書
記
長
が
会
議
室
に
通
し

て
く
れ
、
じ
っ
く
り
申
し
入
れ

の
内
容
を
聞
き
、
「
ア
ン
ケ
ー

ト
は
検
討
で
き
る
か
も
。
で

も
、
全
労
連
の
名
前
で
は
だ

め
。
『
春
闘
共
闘
の
会
』
な
ら

検
討
で
き
る
」

ま
た
、
中
堅
土
木
企
業
労
組

で
は
、
「
近
く
支
部
長
会
議
を

開
催
す
る
。
そ
こ
で
下
ろ
す
の

で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
四
百
五
十
枚

と
労
働
法
制
の
署
名
用
紙
を
持

っ
て
き
て
欲
し
い
」
な
ど
、
大

き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
に
も
、
役
員
会
に
は
か

つ
て
、
検
討
し
た
い
と
の
反
応

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

ま
だ
、
ほ
ん
の
一
部
の
役
員

が
取
り
組
み
始
め
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
引
き
続
き
、
中
地
域
五

百
労
組
へ
の
可
能
な
限
り
申
し

入
れ
を
す
す
め
る
予
定
で
す
。

瑞
穂
区
労
連
で
は

区
内
の
五
十
組
合
を
来
年
の

春
闘
時
ま
で
に
あ
た
ろ
う
と
計

画
を
立
て
て
い
ま
す
。

十
月
十
五
日
は
、
第
一
回
目

の
訪
問
日
。
郵
産
労
、
学
童
労

組
、
全
印
総
連
か
ら
五
名
の
仲

間
が
休
暇
を
と
っ
て
参
加
し
ま

し
た
。
学
童
労
組
の
仲
間
は
、

署
名
の
訴
え
も
か
ね
て
参
加
。

要
求
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、
行
動

参
加
も
積
極
的
で
す
。

他
労
組
の
訪
問
活
動
な
ど
あ

ま
り
や
っ
た
こ
と
の
な
い
メ
ン

バ
ー
が
「
目
を
つ
む
っ
て
」
訪

問
し
ま
し
た
。
区
内
に
は
大
企

業
労
組
も
あ
り
、
「
気
後
れ
」

も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ

ま
で
少
し
で
も
つ
き
合
い
の
あ

っ
た
と
こ
ろ
を
手
始
め
に
ま
わ

り
ま
し
た
。

訪
問
先
で
は
、
「
組
合
役
員

が
退
職
し
た
の
で
組
合
は
な
く

な
っ
た
」
「
組
合
役
員
が
管
理

職
に
な
り
実
質
解
散
、
若
い
人

が
や
る
と
い
え
ば
応
援
す
る
つ

も
り
は
あ
る
が
」
な
ど
、
労
働

運
動
が
身
近
に
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
に
ア
ゼ
ン
�
。

ま
た
、
大
企
業
の
下
請
け
で

は
、
「
こ
れ
以
上
の
リ
ス
ト
ラ

は
や
り
よ
う
が
な
い
。
外
人
を

含
め
て
非
正
規
雇
用
労
働
者
が

多
く
な
っ
た
」
と
職
場
の
実
態

が
。
こ
こ
で
は
、
消
費
税
や
医

療
改
悪
に
つ
い
て
の
た
め
息
や

怒
り
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

全
労
連
新
聞
な
ど
に
報
道
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
事
態
に
は
巡

り
会
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
話

さ
え
す
れ
ば
、
私
た
ち
と
共
通

す
る
悩
み
や
思
い
が
感
じ
ら

れ
、
や
っ
て
み
る
と
結
構
お
も

し
ろ
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。１０．２１統一行動



名古屋市中区栄ターミナル前で１１月２日（日）に宣伝行動
民営化賛否の市民投票では反対１６３、賛成６と市民は圧倒的に反対�

労
働
法
制
の
学
習
会
に
は
６０

人
が
参
加
（
十
月
十
二
日
）

１９９７年１１月５日

全
労
働
あ
い
ち
支
部

第
七
回
働
く
も
の
の
囲
碁
・
将
棋
大
会

労労
働働
者者
のの
権権
利利
保保
障障
がが
危危
なな
いい

みみ
がが
いい
たた
腕腕
ひひ
ろろ
うう

「
第
七
回
働
く

も
の
の
囲
碁
・
将

棋
大
会
」
が
、
十

月
十
九
日
（
日
）

日
本
棋
院
中
部
総

本
部
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
、
様
々

な
行
事
が
重
な

り
、
参
加
者
は
例

年
よ
り
少
な
く
五

十
一
名
。
囲
碁
・

将
棋
と
も
に
初
段

以
上
の
Ａ
級
、
一

級
以
下
の
Ｂ
級
に

分
か
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
表
彰
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
囲
碁
Ａ
級
】

優
勝

平
野

央
（
名
古
屋
市
職
労

）

二
位

丹
羽
哲
夫
（
全
港
湾
）

三
位

山
本
裕
康
（
全
港
湾
）

【
囲
碁
Ｂ
級
】

優
勝

今
井
和
美
（
全
動
労
）

二
位

岩
田
久
夫
（
名
高
教
）

三
位

伴
能
雅
俊
（
名
古
屋
市
職
労

）

【
将
棋
Ａ
級
】

優
勝

福
島
隆
夫
（
名
水
労
）

二
位

廣
田
英
也
（
名
古
屋
市
職
労

）

三
位

梅
田
勇
二
（
全
国
一
般
）

【
将
棋
Ｂ
級
】

優
勝

佐
口
克
彦
（
全
建
労
）

二
位

杉
浦

厚
（
全
印
総
連
）

三
位

岩
田
和
晃
（
全
労
働
）

労
働
行
政
の
「
行
革
」
「
規

制
緩
和
」
で
労
働
者
を
守
る
法

律
も
行
政
機
関
も
な
く
な
る
と

大
変
な
事
態
に
な
り
ま
す
。

行
政
の
機
能
の
縮
小
や
解
体

で
、
職
業
安
定
所
や
労
働
基
準

監
督
署
、
婦
人
少
年
室
な
ど
の

出
先
機
関
が
外
局
化
・
独
立
行

政
法
人
化
さ
れ
る
と
、
本
省
と

の
一
体
性
を
失
っ
て
「
分
断
」

さ
れ
、
労
働
者
の
実
態
な
ど
、

ま
す
ま
す
行
政
に
反
映
さ
れ
な

く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
独
立
行
政
法
人
化
で

「
効
率
性
」
の
み
追
求
さ
れ
れ

ば
公
共
性
は
後
退
し
、
き
め
細

か
い
職
業
相
談
や
粘
り
強
い
申

告
処
理
な
ど
は
、
「
非
効
率
」

と
さ
れ
、
労
働
者
の
権
利
保
障

が
危
う
く
な
り
ま
す
。

日
経
連
が
、
労
基
法
の
罰
則

の
廃
止
す
ら
叫
ん
で
い
る
こ
と

を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
労
働
基

準
監
督
官
は
不
要
と
な
り
、
労

災
保
険
は
強
制
適
用
か
ら
任
意

保
険
（
損
害
保
険
）
と
な
り
、

給
付
水
準
の
引
き
下
げ
や
打
ち

切
り
な
ど
の
横
行
が
危
惧
さ
れ

ま
す
。
ま
さ
に
、
労
働
者
の
い

の
ち
・
安
全
・
雇
用
・
労
働
条

件
な
ど
生
活
の
根
幹
に
関
わ
る

権
利
保
障
が
破
壊
さ
れ
つ
く
さ

れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
す
。

ま
た
政
府
は
、
「
女
子
保

護
」
規
定
撤
廃
に
つ
づ
き
、

「
残
業
代
を
払
わ
な
い
」
た
だ

働
き
を
強
要
す
る
変
形
労
働
時

間
制
・
裁
量
労
働
制
の
拡
大
、

契
約
期
間
が
切
れ
た
ら
「
ポ
イ

捨
て
」
の
有
期
雇
用
契
約
の
上

限
を
五
年
に
す
る
な
ど
、
労
働

者
の
生
活
と
健
康
を
守
る
べ
き

労
働
基
準
法
を
全
面
的
に
改
悪

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
、
労
働
者
の
諸
権
利

を
保
障
す
る
う
え
で
、
労
働
行

政
を
機
構
と
法
制
度
の
両
面
か

ら
充
実
強
化
し
て
い
く
運
動
の

強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

郵政民営化で
郵郵便便局局つつぶぶれれるる

愛 労 連

争議団と家族はみんなたくましい
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橋
本
「
行
革
」
の
目
玉
の
一

つ
、
郵
政
三
事
業
は
、
九
月
三

日
の
中
間
報
告
で
、
「
簡
保
は

民
営
化
、
郵
貯
は
早
期
に
民
営

化
、
郵
便
は
国
営
化
」
と
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
国
民
か
ら

民
営
化
に
対
す
る
強
い
反
対
意

見
、
九
割
を
越
す
地
方
議
会
の

民
営
化
反
対
の
意
見
書
採
択
や

特
定
局
長
会
の
民
営
化
反
対
決

議
な
ど
で
、
十
一
月
の
最
終
報

告
で
は
、
「
郵
政
民
営
化
」
の

見
直
し
は
必
至
の
情
勢
と
な
っ

て
い
ま
す
。

郵
政
産
業
労
働
組
合
は
、

「
郵
政
三
事
業
の
分
離
・
分
割

・
民
営
化
に
反
対
し
、
そ
の
撤

回
」
を
求
め
て
い
ま
、
全
国
で

運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

採採
算算
のの
とと
れれ
なな
いい

郵郵
便便
局局
はは
廃廃
局局
にに

銀
行
業
界
は
、
「
金
融
ビ
ッ

グ
バ
ン
で
競
争
が
激
し
く
な

り
、
安
心
で
き
る
国
営
の
郵
貯

や
簡
保
に
資
金
が
流
れ
込
ん
で

し
ま
う
か
ら
、
民
営
化
し
て
同

じ
条
件
で
競
争
さ
せ
ろ
」
と
要

求
し
て
い
ま
す
。

民
営
化
さ
れ
れ
ば
、
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
近
く
て
、
安

心
、
手
数
料
も
安
く
、
普
段
着

で
行
け
る
郵
便
局
は
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
採
算
の
と
れ

な
い
郵
便
局
は
廃
局
に
な
り
か

ね
な
い
か
ら
で
す
。

全
国
で
約
二
万
四
千
局
の

内
、
単
局
ご
と
で
み
る
と
一
万

八
千
局
は
赤
字
経
営
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
地
域
の
郵
便
局
が

な
く
な
れ
ば
、
国
民
生
活
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

地地
域域
住住
民民
とと
共共
同同

しし
てて
運運
動動
をを

九
月
二
十
八
日
の
「
国
民
本

位
の
郵
政
事
業
を
め
ざ
す
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
で
も
、
参
加
者
か

ら
そ
う
い
う
意
見
が
多
数
だ
さ

れ
ま
し
た
。

郵
産
労
が
取
り
組
ん
で
い
る

民
営
化
反
対
署
名
に
は
、
地
域

の
公
職
者
や
利
用
者
が
積
極
的

に
応
じ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
利
用
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
で
出
さ
れ
た
、
金
利
の
引
き

下
げ
、
ポ
ス
ト
の
設
置
、
年
賀

ハ
ガ
キ
の
減
額
等
の
要
望
も
当

局
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
地
域
住
民
の

方
々
と
の
共
同
行
動
で
、
「
郵

政
三
事
業
民
営
化
反
対
」
の
運

動
を
大
き
く
広
げ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

支支
援援
とと
交交
流流

（２）

全全
動動
労労
争争
議議
団団

「
国
鉄
闘
争
支
援
・
全
動

労
争
議
団
家
族
と
の
交
流
・

激
励
ツ
ア
ー
」
は
、
十
月
二

日
〜
五
日
の
日
程
で
北
海
道

へ
旅
立
ち
ま
し
た
。
熟
年
グ

ル
ー
プ
二
十
一
名
と
若
者
二

人
と
と
も
に
。
北
の
国
、
紅

葉
と
味
覚
の
北
海
道
へ
！

こ
の
旅
の
メ
イ
ン
は
、
Ｊ

Ｒ
北
海
道
（
札
幌
）
前
で
の

要
請
行
動
と
全
動
労
争
議
団

家
族
と
の
激
励
・
交
流
会
で

し
た
。

Ｊ
Ｒ
北
海
道
へ
の
要

請
行
動
で
は
、
「
愛
知

か
ら
は
る
ば
る
要
請
に

き
ま
し
た
。
誠
意
を
持

っ
て
、
わ
れ
わ
れ
と
あ

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
マ

イ
ク
で
呼
び
か
け
た

り
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
で
叫
ん
だ
り
。
け
れ

ど
、
「
た
だ
い
ま
閉
鎖

中
」
の
立
看
板
も
、
ガ
ラ
ス

越
し
の
守
衛
の
視
線
も
、
あ

ら
ぬ
か
た
を
見
つ
め
る
ば
か

り
。
な
に
も
聞
こ
え
な
い
ふ

う
を
装
っ
て
、
こ
と
さ
ら
無

表
情
で
冷
た
く
―
。
こ
ん
な

冷
た
さ
に
争
議
団
の
方
た
ち

は
、
十
年
間
た
た
か
っ
て
こ

ら
れ
た
の
で
す
ね
。
そ
の
一

端
の
何
万
分
の
一
の
苦
労
を

共
有
し
て
、
私
た
ち
は
、
プ

リ
プ
リ
、
プ
ン
プ
ン
。

全
労
働
争
議
団
五
家
族
と

の
夕
食
交
流
会
は
、
激
励
す

る
な
ど
お
こ
が
ま
し
く
、
と

つ
お
い
つ
つ
語
ら
れ
た
家
族

の
実
相
に
、
か
え
っ
て
こ
ち

ら
が
激
励
さ
れ
、
そ
の
暖
か

さ
に
包
ま
れ
た
二
時
間
半
で

し
た
。
「
人
は
そ
の
地
域
や

人
間
に
つ
く
ら
れ
る
。
い
ろ

い
ろ
あ
っ
た
け
ど
、
愛
知
に

き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
。
名

古
屋
に
き
て
夫
婦
の
関
係
が

よ
く
な
っ
た
し
、
女
性
を
見

る
目
も
変
わ
っ
た
。
女
性
も

こ
ん
な
に
が
ん
ば
っ
て
い
る

ん
だ
と
わ
か
っ
た
」
「
夫
は

東
京
の
全
動
労
本
部
に
い
ま

す
。
誕
生
日
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
届
き
、
開
け
た
ら
ピ
ン
ク

の
ネ
グ
リ
ジ
ェ
！
と
て
も
着

れ
な
い
け
ど
、
今
も
大
事
に

箱
に
入
れ
て
あ
り
ま
す
」

「
娘
が
小
学
校
に
入
学
す
る

頃
に
は
、
争
議
が
終
わ
っ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
が
、

も
う
十
歳
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
の
子
が
二
十
に
な
る

ま
で
に
な
ん
と
か
終
わ
っ
て

ほ
し
い
」

争
議
を
続
け
る
ま
わ
り
に

は
、
必
ず
そ
の
人
た
ち
を
支

え
る
暖
か
い
人
垣
が
あ
る
こ

と
を
、
そ
し
て
そ
の
優
し
さ

に
た
っ
ぷ
り
浸
り
き
る
こ
と

か
ら
、
勝
利
へ
の
楽
天
性
が

は
ぐ
く
ま
れ
る
こ
と
を
、
な

に
よ
り
も
家
族
の
た
く
ま
し

い
き
ず
な
を
感
じ
た
ゆ
う
べ

で
し
た
。

今
ま
で
は
工
藤
さ
ん
ひ
と

り
が
全
動
労
争
議
団
で
し
た

が
、
滝
川
の
あ
の
人
、
こ
の

人
の
顔
が
つ
な
が
り
、
争
議

を
支
え
る
人
、
そ
れ
を
支
援

し
て
い
る
私
た
ち
と
い
う
厚

み
が
で
ま
し
た
。

た
た
か
っ
て
い
る
人
特
有

の
強
さ
、
楽
天
性
に
刺
激
を

受
け
、
秋
の
北
海
道
の
紅
葉

に
こ
こ
ろ
が
洗
わ
れ
た
私
た

ち
で
し
た
が
、
ど
ん
な
お
返

し
が
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。

四
日
間
の
バ
ス
車
中
で

は
、
感
動
の
声
と
さ
ん
ざ
め

く
笑
い
が
絶
え
る
こ
と
な

く
、
酒
量
も
含
め
て
、
駆
け

足
で
北
海
道
じ
ゅ
う
に
私
た

ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ふ
り
ま

い
た
と
思
っ
て
い
い
の
で
し

ょ
う
か
。

（
愛
労
連
副
議
長
大
橋
路
代
）

労
働
者
・
国
民
犠
牲
の

行
革
・
規
制
緩
和

許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
なななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
�����������������������

北
海
道
へ

激
励
ツ
ア
ー


